
今回の学習アドバイス
高校受験

しっかり睡眠を取り、
生活リズムを整える

入試までにやることを
一つずつ付箋に書き出す

入試の過去問を見て
解けそうな問題を探す

１年生からの定期、実力テストを
やり直してみる
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不調を立て直すポイント

能開センター大分校

大学受験担当
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　約40日間の夏休みで受験勉強が

どれだけできただろうか。夏休み

前に立てた計画よりも「少ない」

と感じている人は振り返り、でき

たこと、できなかったことをしっ

かり把握してほしい。その上で学

習方法や時間の使い方などを工夫

し、ペースアップを考えよう。

　２学期になると授業は新たな範

囲に入る。受験勉強として、これ

までの復習も並行して取り組む必

要がある。高校受験は全ての教科

をバランスよく、むらなく勉強す

ることが大切。教科ごとに得意、

不得意を明確化し、不得意にどれ

だけ時間をかけられるか考えてほ

しい。そのためには早めに手を付

けることが鍵になる。

　26日には第１回中学校３年生学

力診断テスト（中３学テ）が実施

される。実際の県立高校入試の出

題傾向に近く、多くの生徒が本番

形式で初めて取り組むテストとな

る。定期考査の問題との違いが理

解でき、現時点での自分の実力を

把握しやすい。入試本番ではない

ので失敗しても構わないが、準備

をしなくて良いわけではない。

　中３学テまでの短い期間で何を

すべきか考えることができれば、

それから先の学習法も変わってく

るはずだ。教科ごとに▽何を使っ

て▽何を学ぶか▽どのように準備

するか―をしっかり考え、取り組

めば、テスト後に具体的な反省材

料が見つけやすくなる。学習法に

変化が必要なことを実感できるだ

ろう。

　直前でも諦めずにできることは

必ずある。教科ごとにしっかり考

え、集中して取り組んでほしい。

不調を立て直すには

　夏休み中の生活リズムの乱れが原

因で新学期に体調が悪くなり、子ど

もが「学校に行きたくない」と言い

出すケースが多い。深夜までゲーム

をしていて朝起きることができない

場合は、しっかりと健康的な睡眠を

取り、朝決まった時間に起きること

から戻していこう。

　学習面の立て直しは、入試までに

やることを一つずつ書き出してリス

トを作ることから始めてほしい。学

校で購入する受験用教材「新研究」

の目次を見ながら、取り組む必要が

ある単元をチェックしていくのもい

い。一つずつ付箋に書き出して管理

すると「やるべきこと」と「やった

こと」が明らかになり、やる気につ

ながる。

　「受験生なのに夏休みに何もでき

なかった」と感じている人は、高校

入試の過去問を見て、解けそうな問

題を探してみよう。中には解けるも

のもあるはずで、手も足も出ないわ

けではないということが分かる。入

試本番でどんな問題が出るのか雰囲

気をつかむだけでも前進だ。「少し

勉強すれば解けそう」という問題に

印を付けておくとなおよい。１、２

カ月後に見返して解ける問題が増え

ていれば自信になる。

　過去の定期テストや実力テストの

やり直しをするのも有効。１年生の

時に解けなかった問題を今解くこと

ができれば、自分の成長を感じるこ

とができる。苦手な単元が明確にな

り、これから進めるべき学習内容が

見えてくる。取り組むことが明確に

なれば、漠然とした不安は減る。

　３年生の２学期は大切。各教科の

授業で重要な単元に入る上、学校行

事が多い。入試に向けてアクセルを

踏める人とそうでない人の差がつき

やすい学期でもある。ただ、入試に

向けてじっくりと勉強を進める時間

はまだある。焦る必要はない。一つ

ずつできることをこなしていくこと

で調子を取り戻していこう。
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　もうすぐ２学期が始まる。夏休みの勉強が思うように進まなくて

焦りを感じ、やる気が出ない受験生もいるだろう。崩れた調子を立

て直すには？　フリースクールを併設する大分市の学習塾「ペガサ

ス明野教室」の谷井智彦代表と谷井由実子教室長に聞いた。
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